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ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
学
会
（S

O
L
E
-T
h
e

Internatio
nal

S
o
ciety

o
f
Lo
g
istics

）
は

〝Lo
g
istics

S
p
ectrum

〞
と
い
う
季
刊
雑
誌
を

発
行
し
て
い
る
。
今
回
は
同
誌
（V

o
l.35,

Issue3

July-S
ep
tem
b
er
2001

）
よ
り
米
国
国
防
総
省

（
Ｄ
ｏ
Ｄ
）
に
関
す
る
三
つ
の
論
文
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
を
紹
介
す
る
。
原
文
の
タ
イ
ト
ル
と
著
者
は

〝A
chieving

Lo
g
istics

E
xcellence

〞
（b

y

A
lle
n
B
e
c
k
e
tt

）
、
〝F

u
tu
re
lo
g
is
tic
s

E
nviro

nm
ent

〞
（b

y
Lo
u
K
ratz

and
A
lex

S
irno
w

）、〝A
chieving

Lo
g
istics

E
xcellence

thro
ug
h
P
erfo
rm
ance-B

ased
Lo
g
istics

〞

（b
y
Lo
u
K
ratz

）
で
あ
る
。

卓
越
し
た
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
確
立

昨
年
六
月
、
米
国
で
は
新
し
い
大
統
領
が
選
出
さ

れ
た
。
米
国
国
防
総
省
（
Ｄ
ｏ
Ｄ
）
は
政
治
の
新
し

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
歓
迎
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
Ｄ
ｏ
Ｄ

が
定
め
た
21
世
紀
の
防
衛
戦
略
と
、
そ

れ
に
基
づ
く
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

の
要
求
に
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

米
国
の
新
し
い
防
衛
戦
略
は
将
来
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
に
対
し
て
、「
急
速
な
展
開
能
力
」、「
高
度
な

機
動
性
」、
さ
ら
に
「
持
続
性
」
を
求
め
て
い
る
。
Ｄ

ｏ
Ｄ
は
調
達
と
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
・
プ
ロ
セ
ス
を
よ

り
確
実
で
効
果
的
な
も
の
に
す
る
た
め
に
積
極
的
な

活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
顧
客
の
要
求
に
迅
速
か
つ

正
確
に
対
応
で
き
る
体
制
を
築
こ
う
と
し
て
い
る
。

Ｄ
ｏ
Ｄ
は
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
に
関
し
て
、
次
の
四

つ
の
基
本
的
な
活
動
方
針
を
掲
げ
て
い
る
。

１
　
達
成
水
準
を
向
上
さ
せ
る
指
標
と
し
て
「
顧
客

の
待
ち
時
間
」
と
い
う
概
念
を
導
入
す
る

２
　
現
有
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
情
報
シ
ス
テ
ム
を
近

代
化
す
る

３
　
新
旧
兵
器
シ
ス
テ
ム
の
信
頼
度
と
維
持
を
よ
り

高
度
な
も
の
に
す
る

４

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
改
善
を
促
進
す
る
た
め
に
将

来
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
環
境
を
明
確
に
す
る

以
下
に
こ
の
基
本
方
針
の
概
要
を
説
明
す
る
。

「
顧
客
の
待
ち
時
間
」
と
い
う
概
念

一
九
九
〇
年
、
Ｄ
ｏ
Ｄ
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
局
は

エ
ン
ド
・
ツ
ー
・
エ
ン
ド
で
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
・
チ

ェ
ー
ン
管
理
を
実
現
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
こ
の

約
束
に
お
い
て
重
要
な
点
は
、
顧
客
の
注
文
か
ら
受

領
ま
で
の
全
プ
ロ
セ
ス
を
対
象
に
、
新
た
な
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
測
定
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
こ

と
で
あ
る
。

従
来
の
レ
ス
ポ
ン
ス
タ
イ
ム
の
測
定
は
、
こ
れ
を

一
般
社
会
の
商
品
流
通
に
例
え
れ
ば
、
中
間
流
通
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
測
定
に
集
中
し
て
い
て
顧
客
で

あ
る
小
売
り
や
戦
術
上
の
満
足
を
満
た
す
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
さ
ら
に
従
来
の
高
水
準
の
尺
度
は
レ
ス

ポ
ン
ス
タ
イ
ム
の
平
均
値
に
集
中
し
て
お
り
、
顧
客

サ
ー
ビ
ス
の
多
様
性
へ
の
配
慮
に
欠
け
て
い
た
と
い

う
問
題
も
あ
っ
た
。

第７回

米
国
防
総
省
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
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こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
Ｄ
ｏ
Ｄ
は
、
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
シ
ス
テ
ム
の
応
答
性
を
管
理
す
る
尺

度
と
し
て
「
顧
客
の
待
ち
時
間
」
と
い
う
考
え
方
を

定
義
し
、
確
立
す
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
国
防
次
官
補
（
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
統
合
担

当
）
を
中
心
と
す
る
全
省
的
な
活
動
も
立
ち
上
げ
た
。

こ
こ
で
言
う
「
顧
客
の
待
ち
時
間
」
と
は
全
て
の
要

求
の
充
足
を
意
味
し
、
測
定
に
つ
い
て
は
変
動
基
準

ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
る
。
予
備
品
・
補
修
品
の
た
め

の
予
備
的
デ
ー
タ
は
軍
か
ら
収
集
さ
れ
、
シ
ス
テ
マ

テ
ィ
ッ
ク
な
デ
ー
タ
収
集
と
分
析
に
対
す
る
要
求
が

定
義
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
顧
客
の
緊
急
要
求
に
基
づ
い
て
、

時
間
指
定
納
入
標
準
の
可
能
性
を
評
価
す
る
よ
う
指

示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
顧
客
の
待
ち
時
間
」
に
関

す
る
報
告
は
今
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
を
期
待

さ
れ
て
い
る
。

情
報
シ
ス
テ
ム
の
近
代
化
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ

う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
顧
客
の
待
ち
時
間
」
を

効
果
的
に
導
入
す
る
た
め
に
、
Ｄ
ｏ
Ｄ
と
各
軍
は
近

代
的
な
情
報
シ
ス
テ
ム
を
要
求
す
る
で
あ
ろ
う
。
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
シ
ス
テ
ム
の
近
代
化
を
担
当
す
る
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
は
、
Ｄ
ｏ
Ｄ
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
情
報

シ
ス
テ
ム
の
開
発
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
確
実
性
を
保

証
し
、
製
品
情
報
に
対
す
る
要
求
を
定
義
す
る
。
そ

し
て
、
民
間
市
場
標
準
へ
移
行
し
、
か
つ
モ
ダ
ン
で

安
全
な
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ス
テ
ム
の
展
開
を
保
証
す
る
た

め
に
関
係
者
全
体
の
活
動
を
指
導
し
て
い
る
。

進
行
中
の
活
動
の
焦
点
は
、
防
衛
五
カ
年
計
画
の

期
間
中
に
ウ
ェ
ブ
を
利
用
し
た
シ
ス
テ
ム
へ
移
行
す

る
こ
と
で
あ
る
。

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
高
度
化

予
想
さ
れ
る
「
将
来
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
環
境
」

（
後
述
）
に
対
応
し
て
、
Ｄ
ｏ
Ｄ
は
「
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
基
準
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
」（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）
に
移
行

す
る
こ
と
で
既
存
の
兵
器
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
こ
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
へ
の
移
行
に
は
、
製
品

支
援
プ
ロ
セ
ス
の
リ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
や
、
新
し

い
調
達
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
第
二

次
世
界
大
戦
以
来
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
分
野
に
お
け

る
最
も
劇
的
な
変
化
と
な
る
。

統
合
的
な
製
品
支
援
は
顧
客
主
導
に
焦
点
を
当

て
て
お
り
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
基
準
の
主
要
な
要
素

と
し
て
次
の
事
項
を
挙
げ
て
い
る
。

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
Ｐ
Ｍ
）
は
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
責
任
を
負
う

・
Ｐ
Ｍ
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
結
果
に
基
づ
い
て
顧
客

と
の
関
係
を
樹
立
す
る

・
Ｐ
Ｍ
は
シ
ス
テ
ム
の
即
応
性
と
顧
客
へ
の
サ
ー
ビ

ス
を
目
指
し
て
、
政
府
と
産
業
界
と
の
間
に
構
築

さ
れ
る
統
合
的
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
チ
ェ
ー
ン
を
管

理
す
る

・
政
府
機
関
、
産
業
界
、
あ
る
い
は
そ
の
両
方
の
パ

ー
ト
ナ
ー
関
係
の
中
か
ら
ベ
ス
ト
バ
リ
ュ
ー
の
提

供
者
を
選
択
す
る

・
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
基
準
の
同

意
に
基
づ
い
て
管
理
さ
れ
る

・
支
援
環
境
は
長
期
の
競
争
的
緊
張
に
よ
っ
て
維
持

さ
れ
る

・
Ｐ
Ｍ
は
特
定
の
投
資
に
よ
っ
て
兵
器
シ
ス
テ
ム
の

支
援
性
の
継
続
的
改
善
と
運
用
コ
ス
ト
の
低
減
を

指
導
す
る

二
〇
〇
〇
年
度
、
Ｄ
ｏ
Ｄ
は
三
〇
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
特
定
し
、「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
基
準

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
」
へ
の
革
新
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
評

価
し
た
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
主
要
な
兵
器
シ

ス
テ
ム
グ
ル
ー
プ
の
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
異
な
る

フ
ェ
ー
ズ
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

将
来
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
環
境

Ｄ
ｏ
Ｄ
は
「
将
来
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
環
境
（
Ｆ
Ｌ

Ｅ
）」
を
提
唱
し
、
種
々
の
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。

Ｆ
Ｌ
Ｅ
は
Ｄ
ｏ
Ｄ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
中
心
に
し

た
活
動
で
、
卓
越
し
た
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
・
ビ
ジ
ネ

ス
環
境
の
実
現
を
目
指
し
て
お
り
、
す
で
に
二
〇
二

〇
年
ま
で
の
フ
ェ
ー
ズ
分
け
さ
れ
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
描
い
て
い
る
。

こ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
二
〇
〇
〇
年
〜
二
〇
一

〇
年
に
か
け
て
、
総
資
産
の
可
視
化
、
顧
客
待
ち
時

間
、
戦
略
的
供
給
管
理
の
推
進
、
ウ
ェ
ブ
ベ
ー
ス
の

シ
ス
テ
ム
、
自
動
認
識
技
術
―
―
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー

ド
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

Ｆ
Ｌ
Ｅ
の
活
動
は
、
作
戦
要
求
に
対
応
し
、
優
れ

た
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
支
援
を
実
行
す
る
能
力
を
設
計

し
、
導
入
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
、
各
種
の
研
究
や

活
動
を
通
じ
て
定
量
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
目
標
を

定
め
た
。
そ
の
一
部
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
世
界
中
の
い
か
な
る
地
域
に
も
三
〇
日
以
内
に
、

一
二
〇
日
の
軍
事
行
動
を
行
う
安
定
的
か
つ
小

規
模
の
突
発
事
態
対
応
戦
力
（
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）
を
展

開
す
る
こ
と

・
六
〇
日
以
内
に
、
一
八
〇
日
の
軍
事
行
動
を
行
う
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安
定
的
な
主
要
戦
域
戦
力
（
Ｍ
Ｔ
Ｗ
）
を
展
開

す
る
こ
と

・
総
合
的
な
資
産
管
理
（
仕
掛
、
在
庫
、
輸
送
中
を

可
視
化
す
る
）
を
実
現
す
る
こ
と

・
四
八
時
間
以
内
に
ひ
と
つ
の
航
空
派
遣
軍
（
Ａ
Ｅ

Ｆ
）
を
展
開
し
、
一
五
日
以
内
に
五
つ
以
上
の
Ａ

Ｅ
Ｆ
を
展
開
で
き
る
よ
う
に
し
、
か
つ
対
象
を
半

減
さ
せ
る
こ
と

・
飛
び
立
っ
た
後
九
六
時
間
以
内
に
陸
軍
の
一
旅
団

を
、
一
二
〇
時
間
以
内
に
一
個
師
団
を
、
さ
ら
に

三
〇
日
以
内
に
五
個
師
団
を
世
界
中
の
い
か
な
る

地
域
に
も
展
開
す
る
こ
と

定
め
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
目
標
に

あ
わ
せ
て
Ｄ
ｏ
Ｄ
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
プ
ロ
セ

ス
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
、
組
織
、
情
報
シ

ス
テ
ム
、
要
員
な
ど
を
含
む
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
供
給

シ
ス
テ
ム
の
キ
ー
と
な
る
要
素
を
Ｆ
Ｌ
Ｅ
の
設
計
特

性
と
し
て
示
し
た
。
現
在
で
は
す
で
に
フ
ェ
ー
ズ
１

の
活
動
を
終
え
、
フ
ェ
ー
ズ
２
、
す
な
わ
ち
詳
細
設

計
の
段
階
に
入
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
東
京
支
部
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告

Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
東
京
支
部
で
は
毎
月
「
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
開
催
し
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
技
術
や
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
会
員
相
互
の
情
報
交
換
に
努

め
て
い
る
。
九
月
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
米
国
で

開
催
さ
れ
た
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
２
０
０
１
（「
年
次
国
際

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
会
議
」
と
展
示
）
に
参
加
し
た

支
部
の
メ
ン
バ
ー
の
報
告
を
聞
い
た
。

Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
東
京
支
部
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
、

ご
意
見
な
ど
はsole_consult@

jm
ac.co.jp

ま
で
。

Ｑ１“therblic（サーブリック）”についての記述で、正しいの
はどれか？
ａ．仕事の単位
ｂ．ソフトウェアを構成する最小単位
ｃ．Ｇｉｌｂｒｅｔｈのスペルの逆
ｄ．“ａ．”、“ｃ．”のいずれも正しい

Ｑ２　最も一般的な組織の構造は次のどれか？
ａ．プロジェクト組織
ｂ．マトリックス組織
ｃ．統合的組織
ｄ．官僚主義的組織

Ｑ１の正解は「ｄ」。Frank Gilbrethという人は米国の経営学
者で「モーションスタディ」の研究を行った。動作を分解し、

作業の最小単位をある種の記号で表した。例えば、「手を伸ば
す」は 、「掴む」は 、「物を運ぶ」は 、「手放す」は な
どとし、その記号を自分の名前のつづりを逆にし、「サーブリ
ック」と名づけた。この動作分析は後の標準時間設定手法の
一つ（ＰＴＳ法：既定時間値法）である「ＷＦ」や「ＭＴＭ」
の基礎となった。また、徹底して合理主義を追及したFrank
Gilbrethは、映画「ダースなら安くなる」のモデルでもあり、自
身も12人の子持ちという。
Ｑ２の正解は「ｄ」の官僚主義的組織で、いわゆるピラミ
ッド型の組織が最も一般的。プロジェクト組織はあらかじめ定
められた期間と予算の範囲内で、特定の目的を果たすために
設けられる臨時的な組織。これに対してマトリックス組織は、
専門能力を有する集団の管理を横軸におき、日々の活動単位
を縦軸に置く。例えば、各事業部長の秘書はそれぞれの事業
部に所属すると同時に、秘書業務・能力の管理上は秘書部門
に所属する。「ワンマン、ツーボス」などと呼ばれ、エンジニア
リング会社などによく見られる組織である。

第7回　ＣＰＬの試験問題に挑戦

今回は第２領域「システム設計と開発」からの問題です。

Ｑ１　保全概念（メンテナンスコンセプト）の内容に関す
る次の記述のうち正しいのはどれか？
ａ．保全に関する期待水準、全般的な修理方針、保全に
関する組織責任、主要なロジスティクス支援要素、保
全環境に関する効果性要求

ｂ．保全に関する期待水準、全般的な修理方針、保全に
関する組織責任、主要なロジスティクス支援要素、シ
ステムサポートに関する効果性要求、保全のための特
殊な道具や試験機器

ｃ．保全に関する期待水準、全般的な修理方針、保全に
関する組織責任、保全施設、システムサポートに関す

ＣＰＬ（Certified Professional Logistician）の試験問題に挑戦

前回のおさらい

※今回の設問の答えと解説は、本誌11月号の当コーナーでお読みいただけます

る効果性要求、保全のための特殊な道具と試験機器
ｄ．保全に関する期待水準、全般的な修理方針、保全に
関する組織責任、主要なロジスティクス支援要素、シ
ステムサポートならびに保全環境に関する効果性要求

Ｑ２　システムにおける人間的要素を検討する時、考慮す
べき事項は次のどれか？
ａ．人間の感覚器官、人体測定的、生理学的、心理学的
要素

ｂ．人間の感覚器官、環境的、生理学的、心理学的要素
ｃ．人間の感覚器官、人体測定的、生理学的、物理的要
素

ｄ．人間の感覚器官、人体測定的、安全、心理学的要素


